
配水池比較表（１／４）

 一般構造用鋼板 ステンレス系鋼板 鉄筋コンクリート（ＲＣ） ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽｺﾝｸﾘｰﾄ（ＰＣ） 

使用材料 SS400が一般的であるが、許
容応力の高い SM490等の使
用で板厚を薄く軽くできる。 
 

ｵｰｽﾃﾅｲﾄ系ｽﾃﾝﾚｽ（SUS316， 
304）が主材料だが、槽内気
相部で腐食の激しい部位に

は耐食性に優れる SUS329J
などを使用する。 

高強度ｺﾝｸﾘｰﾄ・鉄筋が主材料

である。 
高強度ｺﾝｸﾘｰﾄ・ＰＣ鋼材・鉄

筋が主材料である。 

構造および特徴 円筒型が多い（石油備蓄ﾀﾝｸ

など実績多数）。鋼板は圧縮

引張力に有効なため、最小板

厚での設計が可能。よって重

量もＲＣ／ＰＣなどに比べ

て若干軽い。空の時は風圧に

注意。一体構造の靭性に富ん

だ弾性構造体で補強により

剛性を高めることができる。 

ﾊﾟﾈﾙ部材の発達により角型

が多いが円筒型も可。他は左

に同じ。 

角型が多い。はり構造とﾌﾗｯ

ﾄスラブ構造（上部ｽﾍﾟｰｽ利用

可）が一般的で屋根・側壁・

底板すべてＲＣ構造である。 

円筒型が多い。側壁のみＰＣ

でﾄﾞｰﾑ屋根・底板はＲＣであ

る。ＰＣ鋼棒に引張り力を与

えて端部にｺﾝｸﾘｰﾄを定着さ

せﾌﾟﾚｽﾄﾚｽを導入。外加重に

より発生する応力に対処す

る一体構造で多少の剛性有

り。 

適正容量（㎥） 
（経済効果含む） 

２，０００～１０，０００㎥ ５，０００㎥以下 ５００㎥以下 ５００～１０，０００㎥ 

基礎構造 ベタ基礎が基本 下駄基礎が基本 本体・基礎一体 同左 
景観 加工性が良いので自由なデ

ザインができる。外面塗装も

可。 

シルバー色による美観形成。

塗装には前処理が必要であ

まり例がない。 

現場打ちｺﾝｸﾘｰﾄのため型枠

により任意の形状に出来る。

外面塗装も可。 

同左。塗装によるｲﾒｰｼﾞｱｯﾌﾟ

例多数。 

 



配水池比較表（２／４）

 一般構造用鋼板 ステンレス系鋼板 鉄筋コンクリート（ＲＣ） ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽｺﾝｸﾘｰﾄ（ＰＣ） 

施工性・工期 工場製作品のため品質管理

は容易だが溶接の場合には

有資格者による細心の溶接

ﾋﾞｰﾄﾞ管理・ﾋﾟﾝﾎｰﾙ検査が必

要。現場溶接は天候に左右さ

れる。工期は基礎工事と並行

加工のため比較的に短い。 

ﾊﾟﾈﾙ工法の場合は軽量で施

工性が良い。溶接の場合は左

に同じ。防食塗装が不要にな

るため工期は最短になる。 

現場の型枠組み・生コン打設

は設置場所・天候に左右され

る。打設時の水密性の管理は

重要。工期は長くなる場合が

多い。 

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ工法を採用すれば

（工場管理は要熟練）施工性

は良いが設置場所に左右さ

れる場合がある。打設時の水

密性の管理は重要。工期は鋼

板とＲＣの中間くらい。 

水密・防水性 全溶接構造のため止水は完

全だが内面にｴﾎﾟｷｼ系樹脂塗

装が必要。 

高耐食ｽﾃﾝﾚｽ材使用により内

面防食は不要。ﾊﾟﾈﾙによる防

水は実績多数。溶接の場合止

水は完全。 

ｺﾝｸﾘｰﾄの硬化収縮による亀

裂の可能性有り。継ぎ目処理

は要管理。ｺﾝｸﾘｰﾄ中性劣化防

止のため内面はﾗｲﾆﾝｸﾞ防水

塗装を行う。 

ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽのため硬化亀裂は少

ないがひび割れは監視を要

する。継ぎ目処理は要管理。

ｺﾝｸﾘｰﾄ中性劣化防止のため

内面はﾗｲﾆﾝｸﾞ防水塗装を行

う。 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ・漏水管理 ベタ基礎の場合漏水目視管
理は困難。補修溶接は可能。 

下駄基礎の場合漏水目視管

理は楽。補修溶接は可能。 
地下・底部は目視管理が不可

能。樹脂注入による漏水補修

は可能。 

同左 

２池式 中仕切り・同心円体にするこ

とで容易に製作可。 
同左 中仕切り壁 同心円体 



配水池比較表（３／４）

 一般構造用鋼板 ステンレス系鋼板 鉄筋コンクリート（ＲＣ） ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽｺﾝｸﾘｰﾄ（ＰＣ） 

耐久性・維持 内外面の塗装に常に管理を

要し定期的に補修するため

維持費はかかる。近年外面塗

装は耐用年数が長くなった。

塩害にも弱い。 

基本的にﾒﾝﾃﾅﾝｽﾌﾘｰであり、

継ぎ手部の定期的な管理で

長い耐用年数を安く容易に

維持できる。塩害にのみ外面

塗装の補修を要する。 

ｺﾝｸﾘｰﾄの収縮によるひび割

れ・漏水等により鉄筋の腐食

を生じ耐久性が落ちる例が

多く見受けられ、それに併せ

て防水塗装・外面塗装の補修

を要すので維持費はかかる。

塩害にも同じ。 

ひび割れが少ない分、ＲＣほ

どの維持管理は必要ないが

内面防水・外面耐食塗装の維

持には投資すべきである。 

耐震性 溶接による一体構造で延性

に優れているため、地震に対

して柔軟に対応し漏水を防

ぐ。全体が軽いのも基礎への

負担を減らす。ただし部材が

薄いので局部的な座屈が起

きた時の影響は不明である。 

同左 復元力が弱く耐震性が最も

低い。 
動水圧に対する耐震性が有

り、復元力がある程度有る。

万一ひび割れが生じた場合、

鉄筋の腐食には注意を要す

る。またあまりに強い荷重の

時に底板と側壁の継ぎ手部

に問題を生ずる可能性があ

る。 
清掃 ｴﾎﾟｷｼ系内面塗装は保護を要

るが平滑なため清掃しやす

い。補強部材があると清掃比

表面積が大きく作業性が悪

い。 

表面が平滑で汚れが付きに

くく落としやすい。ﾊﾟﾈﾙﾀﾝｸ

など内部ﾌﾚｰﾑ構造の時は清

掃比表面積が大きく作業し

にくい。 

ｴﾎﾟｷｼ系内面塗装は保護を要

るが平滑なため清掃しやす

い。内部支柱がある場合清掃

比表面が大きく清掃しにく

い。 

ｴﾎﾟｷｼ系内面塗装は保護を要

るが平滑なため清掃しやす

い。内部補強・柱が無いため

清掃比表面積が小さい。 



配水池比較表（４／４）

 一般構造用鋼板 ステンレス系鋼板 鉄筋コンクリート（ＲＣ） ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽｺﾝｸﾘｰﾄ（ＰＣ） 

鋳鉄・鋼管形以外では地下部

外面に鉄筋入りのｺﾝｸﾘｰﾄを

巻かないと土圧に耐えられ

ずその分割高になる。あまり

メリットが無い。 

同左 壁厚を厚くし鉄筋を増やせ

ば完全埋設も可能だがその

分コストは上がる。配管も側

壁からの貫通ができる。 

同左。側壁の配管貫通が困難

なので配管が上面か更に深

い地下からの導入になる。 

半地下形式 

※基本的には転倒の計算上土圧は考慮されないので半地下化により基礎関係が割安になることはないと思われる。また掘

削費や矢板・残土処理・配管の深度化によるコスト高が影響する場合がある。そのため半地下の配水地の出現理由は景観

上か水位の関係・もしくは傾斜地によるものが多い。 
〇 △ 〇 〇 建設コスト 

部材・施工ともに安い。特に

スケールメリットが有る。 
ＰＣ・ＳＳなどに比して高

い。 
大規模になると柱の増加な

どによりスケールメリット

が無い場合がある。 

メーカー努力により容量に

よってはＲＣよりもコスト

ダウンが可能。 
◎ 〇 ◎ ◎ 実績 

元々実績多数だったが防食

塗装の発達によりまだ利用

価値がある場合がある。 

ﾊﾟﾈﾙﾀﾝｸは実績多数だが中規

模以上の配水池はまだ少な

い。建設ｺｽﾄ以外のメリット

で採用増加中。 

小規模な簡易水道から実績

多数。大規模なものは最近少

ない。 

ﾊﾞﾘｴｰｼｮﾝも増え、実績が多数

となった。 

     



 


